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【研究の概要等】  

 宇宙の暗黒物質は自らの重力で巨大な塊を形成し、そこに数十から数百個の銀河が

捕捉されて、「銀河団」が作られている。銀河団には、Ｘ線を放射する高温プラズマ

も閉じ込められており、暗黒物質とプラズマと銀河の質量の比は、90:7:3 程度である。
個々の銀河は重力場の中を、プラズマの音速程度の速さでランダムに運動している。

 本研究の目的は、「銀河団のメンバー銀河は、重力場の中を運動するさい、電磁流

体効果によりプラズマと強く相互作用し、持っている力学的エネルギーをプラズマへ

受け渡す。このエネルギーは、プラズマ加熱や粒子加速を引き起こす一方で、銀河は

力学的エネルギーを失い、徐々にポテンシャル中心へと落下する。」という仮説を観

測的に検証することである。これは我々が「あすか」衛星などのＸ線観測を通じて到

達した、世界的にも類を見ない独創的な仮説であり、銀河団に関する多くの謎を解決

する力を秘めている。本研究では、2005 年７月に誕生した「すざく」衛星による銀河
団のＸ線観測と、ハワイの「すばる」望遠鏡を用いた銀河団の光学観測を組み合わせ、

この仮説の検証に挑戦するとともに、将来に向けた装置開発に取り組む。 

【当該研究から期待される成果】 
 本研究を通じ、以下の４つの結果が期待される。  
1. 「すざく」衛星のＸ線CCDカメラを用い、銀河団プラズマの出す鉄輝線のド
ップラー地図を作り、銀河の運動に伴いプラズマ中に乱流や引きずりが起きて

いることを明らかにする。  
2. 「すざく」硬Ｘ線検出器を用い、多くの銀河団から、非熱的な硬Ｘ線の検出
を図り、銀河団で激しい粒子加速が起きていることを立証する。  

3. 「すばる」望遠鏡で観測した銀河団の姿を、Ｘ線で見たプラズマの広がりと
比較することより、遠方（すなわち昔）の銀河団ほど、銀河がプラズマに比べ

て銀河団の周辺部まで分布していることを検証する。  
4. さらに進んだＸ線に向けて、撮像型の硬Ｘ線装置を開発する。  
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